
一般財団法人東海技術センター（略してＴＴＣ）の河野達郎です。常日頃ＴＴＣの事業にご理解とご支援

をいただきありがとうございます。

　さて、この度内山圭 の後任として6月10日付けで専務理事に就任いたしました。

　私は技術畑出身ですが、内山前専務の下で学んだ経営哲学・手法を活かし、激動の時代ではあります

が粉骨砕身、頑張ってまいります。

　さて、ＴＴＣは今年度に新たな部としてＭ＆Ｉ推進部を新設しました。Ｍはマーケティング、Ｉはイノベー

ションを意味し、新たな市場のニーズを捉え積極的に技術革新や新規事業に展開することを目的としてい

ます。お客様の多様化し高度化するニーズを捉えるため、ＤＸ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の活用による新

たな業務管理システムや営業ツール・ホームページの刷新等を進めてまいります。とは言え、お客様との
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接点は『ｆａｃｅ ｔｏ ｆａｃｅ』、直接お会いしご要望を聞くという原点は変わらず進めて

いく所存です。一方、技術革新や新規事業では、京都大学と連携し先端技術を用

いたインフラの劣化診断や補修工事の検証事業、あるいはマイクロプラスチックの

分析技術や製品からの臭い分析評価等の研究開発にも力を入れてまります。ＴＴＣ

は測定分析の技術をより広範な分野に展開する技術者集団として今後も発展して

まいります。今後ともよろしくお願いいたします。
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　試料加熱に伴う重量変化(TG)、示差熱(DTA)の測定と同時に、試料から発生するガス成分がどのような

ものかを定性分析するのに適しています。試料から発生したガス成分は、インターフェース部を経て、質

量分析計に導入されます。フィラメントあるいはVUVランプによりイオン化されたガス成分は、四重極電極

で質量分離された後、特定の質量のイオン

のみを検出器に到達させ、その強度を測定

します。

最新機器による事業の紹介

 プラスチック、樹脂等の有機材料からの揮

発成分、熱分解発生ガス分析、有機化合

物（残留溶媒、反応中間体、副反応生成

物）、無機材料、半導体材料の吸着水、吸

着有機化合物（汚染物質）等の脱離測定、

各種有機材料の加熱に伴う構造変化調査

が可能です。

樹脂などの固体試料や液体試料を加熱し、発生したガス（気体）を GC に導入する前処理装置を搭載し

たGC/MSです。発生ガス分析法（EGA-MS）、熱脱着分析法、瞬間熱分解法が使用でき、樹脂中の添加

剤（フタル酸エステル類等）の定量分析や

ポリプロピレン(PP )、ポリエチレン(PE )と

いった主成分の定性分析が可能です。

（材料分析事業部）

（環境分析事業部）



TTCからのお知らせ

サンプルから、設備から、内容（環境、製品開発・品質、土木・建築）

からＴＴＣの事業や業務内容を検索しやすくしました。また、ＴＴＣ業

務紹介やリクルートに関する動画を新たに加えました。皆様からの

お問い合わせをお待ちしております。 

（Ｍ＆Ｉ推進部　マーケティング強化部門） 

RoHS指令関連の分析について、ISO/IEC17025試験所認定を取得しました（試験規格：IEC62321）。

RoHS指令対象物質のうち8物質（Cd、Pb、Cr6+、Hg、DEHP、BBP、DBP、DIBP）の分析において、認定

マーク付き報告書を発行できるようになりました。

RoHS分析のISO/IEC17025試験所認定を取得しました

令和３年４月１日、「溶接ヒューム」および「塩基性酸化マンガン」が、特化則の

特定有害化学物質（管理第２類物質）に追加される等の改正が行われました。

　この改正に伴い、金属アーク溶接等作業を行う屋内作業場については、令和

４年３月３１日までに空気中の溶接ヒューム濃度を測定する必要があります。

　東海技術センターでは、空気中の溶接ヒューム濃度の測定に対応しておりま

すので、ご相談・ご依頼をお待ちしております。

空気中の溶接ヒューム濃度の測定について

▲ISO/IEC17025試験所認定証

▲分析機器写真
　（上：水銀測定装置、左下：ソックスレー抽出機、
　　右下：誘導結合プラズマ発光分析装置（ICP-OES））

お問い合わせ先　：　営業開発部　岩下 

お問い合わせ先　：　営業開発部　工藤



★表紙の花は、ハイパーラボで5月と6月に咲いた「藤」と「桔梗」です。職場に花があると癒されますよね！

　 　　　　　　　　　　　　　　　藤の花言葉「優しさ」、桔梗は「気品・誠実」、、、素敵ですよね。見習おうっと！(^o^) （編集部）

法令改正 ～石綿（アスベスト）～

１）改正法令：大気汚染防止法施行令の一部を改正する政令

２）施行日：令和3年4月1日

３）主要な改正内容：特定建築材料の範囲の拡大

　　吹付け石綿その他の特定粉じんを発生し、又は飛散させる原因となる「政令で定める建築材料(特定建築材料)」の

　　範囲が拡大された。（令第 3 条の 3 関係）

Introduction 職員紹介
環境分析事業部

(いとう りさ）

【担当業務】

環境水・水道水の有機化合物

の分析など

2018年度入社

伊藤　里紗 

Q

A

入社前と後でTTCのイメージは変わりましたか？

分析業務なので黙々と作業するイメージでした
が、みんなメリハリをつけ部署関係なく和気あいあ
いとするいい雰囲気でした。

Q

A

仕事のやりがいを教えてください！

過去の事例がない依頼で、分析方法を検討して
お客様に結果を報告できた時とてもやりがいを感
じますし、さらに技術を習得したいとも思います。

Q コロナ自粛期間中の気分転換の方法は？？

A なかなか見れずにいた韓国ドラマを観たり、家で
韓国料理を作ったりして、旅行に行けない分、家
で韓国の世界に浸っています。

品質評価事業部

(はま ともひろ）

【担当業務】

製品中のVOC（揮発性有機化

合物）の分析など

2018年度入社

浜　知広 

Q

A

入社前と後でTTCのイメージは変わりましたか？

堅苦しいイメージでしたが、実際は色々な試験に
チャレンジできたり、他部署と合同で仕事を行った
り柔軟な対応ができる職場だと感じています。

Q

A

仕事のやりがいを教えてください！

VOC試験は同一検体での再試験ができないた
め、失敗できないという緊張感があります。試験結
果に満足され、仕事のリピーターが増えることにや
りがいを感じます。

Q もうすぐオリンピック！注目競技は？？

A 卓球です。日本のレベルが高くなってきたため、
オリンピック卓球初の金メダルに期待しています。


